
可
親
小
説
容

ひ
不
巾
候
。
左
候
へ
ば
よ
み
に

tha候
故
、
傍
陀
月
か
な
に
て
す
て
が

な
を
つ
け
可
申
と
お
候
問
、
山
出

h
k

つ
け
申
事
も
有
之
候
。
最
前
は
か

な
つ
け
不
申
心
得
に
て
、
此
度
上
へ
進
め
申
暫
商
陀
も
、
か
な
は
付

け
不
申
候
。
去
共
不
問
中
の
人
よ
み
得
不
巾
と
持
候
。
文
字
又
は
古
穏

な
ど
引
間
申
所
に
、
傍
に
か
た
か
な
陀
て
か
な
っ
け
可
然
か
と
存

申
核
に
川
北
申
候
。
迫
て
調
替
可
申
と
府
中
存
候
。
以
上
。

=

百

十

一

一

百

畠

官

老
夫
惣
て
か
ゃ
う
の
仮
名
帯
の
物
陀
、
民
出
干
の
下
に
か
な
を
あ
ひ
し

ら
ふ
に
は
、
民
字
の
和
訓
H
K
t
候
陀
は
下
に
か
な
を
い
れ
巾
候
。
諮
問

知
り
と
い
た
し
候
へ
ば
よ
み
よ

t
候
て
、
モ
れ
は
よ

t
候
得
共
、

上

の
知
字
し
と
迄
に
成
候
故
、
H
L
勾
の
制
州
は
大
ゃ
う
か
な
を
あ
nu
し
ら

座
候
や
と
事
存
候
。

老
夫
6
民
総
の
趨
に
存
腕
へ
仲
六
、
後
に
叉
作
偽
は
、
夫
に
は
及
巾
問
販
眼
。
兆
l
包
付
之
官
ー
に
に
知
と

柏
之
侠
て
は
、
仁
紺仰
の
怨

-
4
6会
C
え
可
巾
蜘。

;

:

所
々
に
か
た
か
な
に

τ仮
名
付
御
座
候
。
ー
ー
は
や
は
り
か
た
仮
名
に

て
翻
巾
俄
と
潜
行
候
。
此
俄
心
得
遼
候

τ
先
建
て
上
市
ι

候
初
冊
の

内、

持
副
知
リ
恕
知
ル
と
巾
所
、
ひ
ら
似
名
医
て
直
に
行
の
内
に
書
込

駿
蕊
雑
日
開
巻
一
仁
集

右
前
松
の
内
に
て
も
可
有
御
座
や
。

相
日
是
に
は
及
不
中
依
に

τも
仰

五

日
筑
前
宰
府
等
致
見
物
、
七
月
朔
博
多
へ
致
参
靖
候
。
博
多
・一
一附
問

と
は
一

川
を
隔
候
。
此
節
迄
は
道
中
の
作
も
見
分
の
排
宜
政
相
見
え

候
事
。
七
月
五
日
肥
前
の
庇
枠
へ
出
候
。
共
よ
り
名
設
展
へ
州
る。

此
道
す
が
ら
所
々
稲
に
盆
付
候
と
て
品
詮
り
の
祭
り
を
仕
候
。
其
桜

子
は
人
形
を
作
り
、
鳥
肌
相
子
主
著
せ
、
供
廻
り
は
奈
笠
・立
笠
・鉛
・長

刀
等
を
接
、
多
勢
行
列
を
抑
、
鉦
放
を
打
は
や
し
た
て
歓
を
詩
ひ
て
、

能
州
字
出
津
常
椿
土
可
主
品
叩
玄
智
、
去
年
壬
子
間
五
月
首
注
、
問
問
・九

州
二
島
幸
需
品
、
今
弦
突
主
一
月
蹄
郷
の
後
統
括
如
左
。
明
恒
炉
吊

涼
漉・
w
h
と

三
人
似
之
。

六
月
三
日
大
坂
乗
船
、
廿
二
日
取
前
関
小
企
へ
致
常
備
、
六
月
廿
八

候
。
共
上
た
と
へ
ば
出
血
往
質
的
と
申
古
語
を
、
序
文
の
中
広
胤
に
し

て
役
、
慌
に
し
て
附
る
と
申
候
時
、
往
宇
陀
脇
陀
キ
と
す
て
が
な
を

あ
ひ
し
ら
ひ
不
申
候
へ
ば
、
し
ら
ぬ
人
に
虚
に
し

τゆ
t
と
よ
み
可

巾
候
。
さ
や
う
に
よ
み
候
て
は
結
つ
ピ
き
恕
政
候
。
か
ゃ
う
の
矧
は

す
て
か
な
を
あ
ひ
し
ら
ひ
申
皮
候
。
説
日
知
悪
知
の
所
、
行
の
中
へ
御

交
候
て
も
〈
る
し
か
ち
ゃ
，
候
。
HA
Z

勾
は
総
理
陀
か
t
A

ら
ぬ
都
に
候
へ

ば
、
田
時
党
は
如
何
様
慌
て
も
不
苦
候
。

一
、
平
山
津
山
品
格
寺
佐
伯
の
間
関
・九
州
行
脚
談

九

昌
吉
郎
按
。
易
の
本
部
聞
に
減
る
に
、
恭
の
ハ
ナ
山干
の
字
に
作
ベ
き
に

ユ

ヒ

?

。

老

夫
費
え
ずa
が
H
V

に
℃

点
下

1
i
i
候。

却
の
学
可
然
時

直
線
は
一
帯
鈴
よ
り
雛
の
ね

a

天
下
を
待
て
は
英
悲
を
き
は
め
。
云
云
。

政
斡
案
。
英
の
字
楽
の
宇
佐
作
る
べ
き
か
。
援
の
吉
川
終
日
時

太
側
聞
の
解
よ
ほ
ど
調
懸
候
。
円
正
は
短
き
物
に
侠
問
、
大
方
前
年
中

に
は
脱
稿
可
申
か
と
存
候
。
朱
子
の
併
の
意
を
越
市
意
に
て
、
太
何
世

間
辿
と
名
付
可
申
と
存
候
。
以
上
。
三
月
A
M
A
H

室

新

助

一
、
昌
言
・魁
斡
の
駿
袈
雑
話
校
訂
私
見

殺
は
心
の
き
れ
之
館
。
易
に
も
由
民
人
の
仰
を
論
じ
て
、
知
川端
踏
恭
と

い
へ
り
。
云
云
。

不
淫
の
意
味
を
著
し
申
候
。
円
疋
等
は
老
功
に
て
候
貴
殿
な
ど
、
気
に

は
不
入
事
も
可
有
之
候
。
砕
世
末
に
は
償
年
の
試
錐
の
か
な
習
を
の
せ

申
候
。
日
正
は
末
迄
此
雑
話
の
あ
ら
ま
し
替
俄
無
之
候
へ
ど
も
、
先一

年
迄
を
か
や
う
に
記
し
申
立
を
示
し
申
事
に
て
候
。

申
候
へ
ば
、
利
の
篤
に
は
や
刊
行
仕
候
問
、
俳
誌
の
衆
へ
も
先
外
に

腕
〈
不
被
仕
様
に
い
た
し
度
候
。
迫

τ先
日
米
二
時
世
も
進
候
。
定
て

近
比
述
可
申
と
祈
候
。
見
角
人
情
往
来
を
合
姑
不
致
候
て
は
、
悪
政

侃
狭
陀
成
も
の
に
候
故
、
信
集
に
は
末
々
奴
遊
の
事
を
の
ベ
、
祭
而

可
般
小
成
品
位

サー

遊
、
抽
出
闘
の
践
に
仰
翻
被
遊
侠
外
胞
に
迄
、
仁
・義
・腿
・相官
・信
と
翻

申
儀
に
候
は
ど
、
夫
陀
は
及
申
間
数
候
へ
共
、
強
闘
に
御
調
被
遊
候

俄
に
御
座
候
へ
ば
、

一
冊
々
々
の
港
端
陀
も
澗
可
申
俄
と
単
存
候
。

駿
袈
雑
話
品
世
仁
鉛
剛
山
一
一
叩
ト
H
引
r
F
1
六
手

杉
田
笠
岐
体
中
。
共
ま
L
脇
指
を
抜
て
う
し
ろ
へ
た
げ
す
て
。

砲
斡
集
。
抜
の
字
或
は
取
の
字
た
る
べ
き
か
。
内
品
梼
陀
抜
と
も
申

候
待
共
、
取
と
申
方
可
然
か
。
酬
明
批
噌
町
一
町
一
日
制
山
一
一
山
刊
払
一
一
叫
叫
削
銅
山

烈
女
極
な
し
の
加
。
義
制
脱
退
阪
の
子
主
懐
字
し
て
あ
り
け
る
。

組
幹
案
。
此
時
義
経
流
浪
の
時
な
り
。
遺
肢
と
は
難
申
械
に
期
中
存

-
耳
目
御
克
伝
候
。
左
艇
は

e
混
胞
の
二
字
を
さ
り
、

A
比
慾
厩
の
予
を
盟
問
ザ
t
h
p
k
し
可
然
侠
e

北
保
后
。

砲
斡
案
。
后
字
如
何
可
有
御
座
候
や
、
北
保
夫
人
な
ど
L
可
有
事

n
o
R以
前
北
限
夫
人
と
い
た
し
健
制
央
、
夫
人
は
只
今
年
単
揖
捕
に
成

mv。
=
依
胞
は

m
m
A

-
泊
枇
民
巾
総
の
W

併に
mm袖
句
北
篠
田
削
と
い
た
し
拙
。
戟
闘
の
時
忽
三
后
叉
は
前
部
世
間
航
仰

の
忠
夫
人
は
、

hv
づ
れ
も
后
&
省
之
供
。

金
ほ
北
総
民
主
い
允
し
可
燃
存
彼
。

滞
橋
か
母
体
中
。
浮
出
直
家
に
嫁
す
。

組
幹
案
。
直
家
、
秀
家
た
る
べ
し
。
直
家
は
秀
家
の
父
と
先
巾
候
。

狛
可
場
。
哨
剛
柄
引
昨
日
咽
俳
町
、
侠
?

此
間
不
問
心
付
候
故
申
上
候
。
五
冊
仁
・義
・也
・智
・信
を
以
御
分
被

軍占
ハ
入




